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１．プログラム概要（全体概要）

大学
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水族館

文化施設

博物館

教育委員会
民間団体

1. 旺盛な科学的探究心 2. 科学的問題解決力

3. 研究実践力 4. 豊かなコニュニケーション力

5. 自己学習力
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選抜審査（補足資料１－１）



応募：５１名
選抜：４４名

(内，県外からの応募１名)

（補足資料１－１~ １－３）

１．プログラム概要（募集選抜の人数・評価結果を含む受講生の概況）

（２）筆記・小論文
知識・読解力・発想力・
論理的思考力・表現力

（１）応募書類
意欲・関心・探究能力・実行力・実績

（３）研究計画書
コミュニケーション・想像力
独創力・好奇心の強さ

〇 令和元年度募集および選抜

〇 第一段階プログラムおよび受講生評価概況

・必修１７コマ，選択１２コマを提供

必

修

選

択

・選抜課題の郵送による
非対面式審査を実施
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物理系 化学系 生物系 地学系 数学系 情報系 医学系

① 受講生の平均実績数： ２．０件

② 生物分野に興味を持つ受講生が多い

・受講生の評価

人
数

図．受講生の興味・関心分野（研究計画書課題内容の分析）．



１．プログラム概要（コロナ禍におけるプログラム実施）

●全ての受講生がオンライン講義に対応

●平均出席率 89.4％

図．各講義（必修講義）の出席率（１１月分まで）

図．Zoom講義を受講する受講生の様子

●オンラインであることを活用した講義内容

図．受講生自身が操作できるＷｅｂアプリを使った
オンライン物理教育の様子

●対面型講義も実施

図．実験・演習型の講義に参加する受講生



２．令和元年度に選抜した受講生の選抜から現在までの伸長の状況

●作品展や研究会等での研究成果の発表

● 第二段階受講生年間活動の状況

●実験およびデータ取りまとめ，結果のまとめ

月 指導項目 指導内容 

４ 

研究計画についての検討 

（オンライン） 
研究テーマについて、指導教員のアドバイスを受け検討。 

研究計画発表会（オンライン） 

大学生も交えた研究計画の発表会を実施。 

研究発表や研究活動の過程では、大学生・大学院生との交流を通し

て、社会性やコミュニケーション力の育成を図る。 

５ 
研究指導（オンライン） 

ラボノートの書き方についての説明。実験器具使用法の説明。 

研究に従事する者が守るべき研究倫理についての説明。 

研究指導（オンライン） 実験プロトコルについての確認。予備実験の開始。 

６ 研究の実施（オンライン） 
具体的な研究計画に従って、実験等を実施する。実験結果等は研究ノ

ートに記録し、指導教員のアドバイスを受ける。 

７ 
研究の実施（オンライン） 

具体的な研究計画に従って、実験等を実施する。実験結果等は研究ノ

ートに記録し、指導教員のアドバイスを受ける。 

研究サポート面談 （シニアメンターによる面談とアドバイス）（オンライン） 

８ 
中間発表の準備（オンライン） 中間発表に向けて、図表のまとめ方について指導を受ける。 

中間発表会（オンライン） 研究室で大学生も交えた中間発表会を実施。 

９ 研究の実施（オンライン） 
中間発表でのアドバイス内容を検討し、必要に応じて実験計画等の変

更を行い、研究を進める。 

10 
研究の実施（対面で実施） 

研究計画に従って、実験等を実施する。実験結果等は研究ノートに記

録し、指導教員のアドバイスを受ける。 

研究サポート面談 （シニアメンターによる面談とアドバイス）（オンライン） 

11 研究の実施（対面で実施） 
研究計画に従って、実験等を実施する。実験結果等は研究ノートに記

録し、指導教員のアドバイスを受ける。 

12 

実験結果の解析（対面で実施） 
指導教員のアドバイスを受けながら、この段階までで得られた実験デ

ータ等について解析し、研究結果の考察を行う。 

追加実験等の実施（対面で実施） 解析の結果、不足している実験等の追加実験を行う。 

１ 研究成果発表会（対面で実施） 研究室で大学生も交えた研究成果発表会を実施。 

●オンラインでの研究打ち合わせ



① 基礎情報
② 選抜試験記録
③ 意欲・関心アンケート
④ 各講義の一枚ポートフォリオ
⑤ e-learningにおける学習記録
⑥ 活動業績記録
⑦ 研究計画書Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ
⑧ 研究ノート
⑨ その他記録

二
次

選
抜
試
験

３．上記受講生の評価の概要（選抜・評価方法および基準を含む）

（捕捉資料２－１，２－２） 二次選抜時における
研究計画書評価の例

ルーブリックにて評価

一部をオンライン化



４．受講生の伸長（コンテスト等の実績を含む）

●第二段階受講生●第一段階受講生

項目 第一段階生
第二段階生

合計
１年目 ２年目

・科学作品展等
(市町村レベル)

0 ２ 0 2

(都道府県レベル) 1 7 2 10

(全国レベル) ０ 2 0 2

・科学イベント等へ
の参加 24 0 0 24

表．令和元年度受講生活動実績状況※

●活動実績

※令和３年１月１日現在把握分．今後，より詳
細な調査を行う．

・ 研究テーマに関する知識の深化
・ 課題解決方法の発想・提案力の向上
・ 情報収集力の向上

（研究ノートの解析より）

・ プレゼン能力，発表技術の向上
・ 成果発表意欲の向上

（受講生カルテの解析より）

科学に対する認識や物理現象への積極性が伸長

図．令和２年度アンケート調査結果例（第１回と第２回の比較）

（捕捉資料３）

「家族と授業で習ったことを題材にして
会話することが増えた」（中３）

「これまでよりも少し科学の本の意味が分
かるようになったので、これまでよりも多く
の科学の本を読むようになった」（中２）



[16]メンターの活動について

● 指導体制とメンターの役割

 ファシリテーター
 身近な研究者の卵としての経験の語り部
 子どもの見取りと記録

第一段階プログラム

メンターの受講生見取りメモの例

５．受講生の伸長とメンターの活動を含む指導との関わりを分析

メンター研修
（３回／年，初回７月）

・メンターの手引き

・オンライン教育の

あり方と指導方法の検討

・オンライン授業

におけるメンターの役割

など

 R01 年度メンター研修の内容

対面（左）とオンラインでのグループワーク（右）における
受講生とメンターの関り

メンター研修（Zoom）の様子



思考のPDCAサイクル

● 自由研究の研究計画指導

①計画書提出

②コメント・アドバイス

P：研究内容を思考する
D：思考のアウトプット
C：コメントをもらう
A：コメントに従い改善

６．受講生への評価のフィードバックを含めた個々の学びのPDCAについて



● 個人の特性に合わせた指導体制

教員

活動経験が浅い受講生
には重点的な指導
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一次理科
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一次数学
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一次小論
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メンター推

薦

教員

受講生

受講生

受講生

・指導体制・指導頻度・指導方法
を柔軟に構築・運用

メンターs
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一次総合

一次理科

二次理科

一次数学

二次数学

一次小論

二次小論

一次実績

二次実績

メンター推薦

シニアメンター

自分で活動するのが向く受講生
には最小限の指導・アドバイス

チーム
サポート

アドバイス

情報共有・連携

情報共有・連携
指導アドバイス

● その他

・成果発表の時期，
場所の早期明確化

７．第二段階の指導の工夫と評価計画の概要



７．第二段階の指導の工夫と評価計画の概要

・作品展等への出展・受賞
・コンテストやシンポジウムでの発表

● 評価計画の概要

記述内容の変化を見ることで，
科学的知識，計画力，表現力等を評価

① 研究計画書評価

② 受講生カルテ（研究ノート等）評価

③ 活動実績評価

科学的探究心，分析力，自己学習力等を評価

活動力，アピール力等を評価

H30年度
選抜受講生

R01年度
選抜受講生

2019年3月 2020年2月 2021年2月
※受講生の研究ノートの例

（補足資料４）



８．次年度の重点課題

● 修了生の追跡調査と教育効果の検証

● 教育現場との連携の強化と知見の普及に向けた実践

・修了生に対してのWebアンケートの実施するなど，
追跡調査を強化し，学習記録との関係を明らかにする
ことをとおして，本事業の教育効果の検証を行う．

・本事業で得られた知見を一般化するとともに，教育委員会
などと連携をはかりながら，得られた知見を教育現場への
落とし込みを行う．

● 自立化に向けた取り組みの強化
・本事業に対する支援終了後における自立化に向け，
体制のさらなる構築と資金調達の多様化に努める．



補足資料編

補足資料編



補足資料１－１ 募集・選抜実績

● 年度毎の応募者の学年・性別集計

● 年度毎の選抜者の学年・性別集計

数 男 女 数 男 女 数 男 女 数 男 女

小5（11才） 24 18 6 6 4 2 10 6 4 13 12 1

小6（12才） 23 18 5 4 3 1 14 11 3 10 5 5

中1（13才） 25 14 11 16 9 7 23 17 6 11 8 3

中2（14才） 12 7 5 9 4 5 21 10 11 12 7 5

中3（15才） 6 4 2 6 2 4 2 0 2 5 2 3

合計 90 61 29 41 22 19 70 44 26 51 34 17

平均年齢（才） 12.5 13.1 12.9 12.7

R01
年齢（学年）

H２９ H３０ R02

数 男 女 数 男 女 数 男 女 数 男 女

小5（11才） 8 5 3 6 4 2 1 0 1 11 10 1

小6（12才） 6 5 1 4 3 1 7 5 2 10 5 5

中1（13才） 18 12 6 15 9 6 15 11 4 9 6 3

中2（14才） 7 3 4 9 4 5 17 8 9 10 6 4

中3（15才） 5 3 2 6 2 4 2 0 2 4 1 3

合計 44 28 16 40 22 18 42 24 18 44 28 16

平均年齢（才） 12.9 13.1 13.3 12.7

R01
年齢（学年）

H２９ H３０ R02



補足資料１－２ 募集・選抜実績

※明記のなかった応募書類（1件）は含まれない

● 年度毎の応募者の地域別集計 ● 年度毎の選抜者の地域別集計

地域 市区町村 H２９ H３０ R０１ R０2

離島 国頭郡伊江村（伊江島） 1 0 0 0

今帰仁村 0 0 1 0

名護市 1 0 1 1

国頭郡恩納村 1 0 0 1

国頭郡宜野座村 2 0 0 1

国頭郡金武町 1 0 0 0

うるま市 4 3 3 2

読谷村 1 0 2 0

沖縄市 11 9 7 8

北谷町 4 1 0 3

北中城村 3 0 1 0

中城村 3 2 6 4

宜野湾市 6 3 6 2

西原町 2 3 3 3

浦添市 9 2 13 5

那覇市 26 14 15 10

南風原町 2 2 2 2

糸満市 3 0 5 1

南城市 3 0 1 3

八重瀬町 3 0 1 1

豊見城市 2 1 3 0

久米島町（久米島） 1 0 0 0

宮古島市（宮古島） 0 0 0 2

石垣市（石垣島） 1 1 0 1

県外 栃木県日光市 0 0 0 1

90 41※ 70 51

離島

表．年度ごとの応募者の地域・市区町村別集計

合計

沖縄島

北部地域

沖縄島

中部地域

沖縄島

南部地域

地域 市区町村 H２９ H３０ R０１ R０2

離島 国頭郡伊江村（伊江島） 0 0 0 0

今帰仁村 0 0 1 0

名護市 1 0 0 0

国頭郡恩納村 1 0 0 1

国頭郡宜野座村 0 0 0 1

国頭郡金武町 1 0 0 0

うるま市 3 3 3 2

読谷村 1 0 2 0

沖縄市 5 9 2 7

北谷町 3 1 0 3

北中城村 2 0 1 0

中城村 1 2 3 4

宜野湾市 1 3 4 2

西原町 0 3 1 2

浦添市 1 2 9 5

那覇市 13 13 11 7

南風原町 2 2 0 2

糸満市 1 0 4 1

南城市 2 0 0 2

八重瀬町 2 0 0 1

豊見城市 2 1 1 0

久米島町（久米島） 1 0 0 0

宮古島市（宮古島） 0 0 0 2

石垣市（石垣島） 1 1 0 1

県外 栃木県日光市 0 0 0 1

44 40 42 44

表．年度ごとの一次選抜者の地域・市区町村別集計

合計

沖縄島

中部地域

沖縄島

南部地域

沖縄島

北部地域

離島



補足資料１－３ 一次選抜審査基準例



補足資料２－１ 各講義における受講生の評価方法について

● 講義振り返りシート紙版 ● 講義振り返りシートスマホ版

一枚ポートフォリオシート（堀，2013）を参考にした評価観点および評価の例

②興味関心の幅と深さ
③講義内容理解度

①受講前後の概念変化

④自己変化の客観視



育てたい能力・資質
達成の判断基準（目標水準）

レベル１
（得点20点未満）

レベル２
（20～40点未満）

レベル３
（40～60点未満）

レベル４
（60～80点未満）

レベル５
（80点以上）

旺盛な科学的探究心

科学へ興味・関心と、
未知の事物・現象に対
する好奇心・探究心が
感じられない。

科学への興味・関心と、
未知の事物・現象に対
する好奇心・探究心を
持っているが、課題を
克服しようとする意
欲・態度につながって
いない。

科学への興味・関心
と、未知の事物・現
象に対する好奇心・
探究心を原動力に、
課題を克服しようと
する意欲・態度を持
つ。

科学への強い興味・
関心と、未知の事
物・現象に対する好
奇心・探究心を原動
力に、困難な課題を
克服しようとする意
欲・態度を持つ。

科学への強い興味・
関心と、未知の事
物・現象に対する好
奇心・探究心を原動
力に、困難な課題を
克服しようとする強
い意欲・態度を持つ。

科学的問題解決力

研究に必要な高校レベ
ルの知識・技能を習得
していない。問題の解
決に必要な情報を収
集・分析・整理し、推
論できない。

研究に必要な高校レベ
ルの知識・技能の習得
が不十分。問題の解決
に必要な情報を収集・
分析・整理し、推論で
きる力が不足している。

研究に必要な高校レ
ベルの知識・技能の
習得がやや不十分。
問題の解決に必要な
情報を収集・分析・
整理し、推論できる
力がやや不足してい
る。

研究に必要な高校レ
ベルの知識・技能を
習得している。問題
の解決に必要な情報
を収集・分析・整理
し、推論できる。

研究に必要な高校レ
ベル以上の知識・技
能を習得している。
問題の解決に必要な
情報を収集・分析・
整理し、推論できる
力が優れている。

研究実践力

問題を発見する力が不
足しており、具体的な
研究計画を立案し、試
行錯誤しながら研究を
進めることが出来ない。

問題を発見する力がや
や不足しており、具体
的な研究計画を立案し、
試行錯誤しながら研究
を進めることが出来な
い。

問題を発見すること
はできるが、具体的
な研究計画を立案し、
試行錯誤しながら研
究を進める力が不十
分である。

問題を発見して、具
体的な研究計画を立
案し、試行錯誤しな
がら研究を進めるこ
とが出来る。

問題を発見して、具
体的な研究計画を立
案し、試行錯誤しな
がら高度な研究を進
めることが出来る。

豊かなコミュニケー
ション力

他者と協力して実験等
を行ったり、結果につ
いて円滑にディスカッ
ションを行うことがで
きない。研究倫理につ
いて理解していない。

他者と協力して実験等
を行ったり、結果につ
いて円滑にディスカッ
ションを行う力が不足
している。研究倫理に
ついての理解も不十分
である。

他者と協力して実験
等を行ったり、結果
について円滑にディ
スカッションを行う
力がやや不足してい
る。研究倫理につい
て理解がやや不十分
である。

他者と協力して実験
等を行ったり、結果
について円滑にディ
スカッションを行え
る。研究倫理につい
て理解している。

高いレベルで他者と
協力して実験等を
行ったり、結果につ
いて円滑にディス
カッションを行える。
研究倫理について良
く理解している。

自己学習能力

自己の意欲、興味に基
づき、高校レベル以上
の学習内容について、
継続的、能動的に学習
を行うことができない。

自己の意欲、興味に基
づき、高校レベル以上
の学習内容について、
継続的、能動的に学習
する力が不十分である。

自己の意欲、興味に
基づき、高校レベル
以上の学習内容につ
いて、継続的、能動
的に学習する力がや
や不十分である。

自己の意欲、興味に
基づき、高校レベル
以上の学習内容につ
いて、継続的、能動
的に学習を行うこと
ができる。

自己の意欲、興味に
基づき、高校レベル
以上の学習内容につ
いて、より継続的、
能動的に学習を行う
ことができる。

補足資料２－２ 二次選抜評価基準詳細



補足資料３ コンテスト等成果実績

令和２年度 受講生区分別コンテスト等活動実績
（令和３年１月１日現在把握分）

●第二段階受講生（２年目） ２件

科学作品展・コンテスト等：都道府県レベル ２ 件（沖縄科学技術教育シンポジウム2020奨励賞など）

●第二段階受講生（１年目） １１件

科学作品展・コンテスト等：地区レベル ２ 件（科学作品展金賞など）

科学作品展・コンテスト等：都道府県レベル ７ 件（沖縄科学技術教育シンポジウム2020奨励賞など）

科学作品展・コンテスト等：全国レベル ２ 件（サイエンスカンファレンス2020など）

●第一段階受講生 ２５件

科学作品展・コンテスト等：都道府県レベル １ 件（沖縄科学技術教育シンポジウム2020奨励賞）

科学イベント等への参加 ２４件


